第9回　施設処遇検討会議　議事録　H23.6.27

13:30～15:30

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：須々田珠実・小笠原嘉紀・中岫かなえ

馬渕豊子・木村春子・小坂和子・中村文洋

　　　　　　　　　　　   　（欠席者：秋山S.G.M・長谷部S.G.M・三浦綾・上平ユリ子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：中村文洋
議題

１：東海林　康之様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：袴田　淑子様　　（青風荘入所者様）の処遇について

１：東海林　康之様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：躁うつ病　　合併症：低血圧

＜問題点・介入方法＞

金銭管理能力

※家族面談も含む

介入方法

⇒保護者と家族面談を行い、本人の金銭について退所に向けての話し合いを持つ。

①本人の生活保護の通帳を本人へ渡す。

②退所際して必要な物品の購入（費用負担）

⇒本人に向けての支援

①定期的に本人と話し合う機会を持ち、無駄遣い（自動販売機でのジュースの多量購入など）がないか確認していく。

②貯蓄分で小遣いを補填していることがあったため、定期的に貯蓄について確認していく。

※退所に向けて焦りや不安が出て病状が変化することもあるため、定期面談を行っていく。

退所後のケアプランの作成と各種手続き→摂取カロリーの制限

介入方法

⇒本人の退所後のケアプランとして平日は従来通りデイケアの利用を継続していく。本人の生活状況・病状の変調等がないかを定期的に確認し、地域生活の安定を図るために訪問を導入予定。以下の二つを導入予定としており、その手続きや利用プランの作成を退所までに行う。

①訪問看護（病状・服薬）

②青明舎（生活状況・余暇支援）

※本人が安定した地域生活を営めるようになってからうみねこ幸房を利用すると話している為、必要に応じて支援を行う。

青木様との関係性

介入方法

⇒青木様との関係について節度ある付き合いができるように定期的に面談を行い、必要に応じてアドバイスを行う。（青木様との関係の中で気分の高揚さが見られる場面もあるため）

· 荘内で二人だけでの行動や接触が過度となる場合には注意・指導を行う。

＜評価＞
　退所まで3ヶ月という期間に迫っており、退所期限を見据えた家族間調整等の支援が重要になっている。

今後は、施設退所に向けてご家族様と面談を行い、現在通帳を管理兄さまから本人への通帳返還を進めていく。なお、金銭管理については、生活保護費という大金を自己管理した際に気が大きくなり必要外の物品を購入することも予測されるため、食費や水道・光熱費、小遣いのように理解しやすい項目ごとに限度額を設定して単独で管理できるようにするといった支援も必要になってくる。また、同施設に入所している青木様との関係においては、施設内の風紀を乱さないように節度を持って交流を図るよう見守り、場合によっては介入を行っていく。

２：袴田　淑子様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：緑内障、子宮筋腫

＜問題点・介入方法＞

自主的に日課を行おうとしない

（日常生活全般にわたり強い声掛けや指導を要する）

介入方法

⇒自分のことは（身の回りなど）自身で最低限行わなければならない事をその都度説明し介入しながら習慣化を図っていく。

①施設では団体生活であり、皆の生活が守られるよう施設のル－ルがあり、その事柄を守らなければならいな事を本人に解りやすく伝えていく。

②何日も同じ衣類を着ることや髪を梳かさずに寝癖頭でいることがあるが平気でいる為、女性としての身なりが必要であり、その為には入浴、洗濯をきちんと行い、清潔感のある服装や髪型を保つよう指導していく。

③日課表を活用して一日の流れが身に付くように根気強く働きかけ、時間に合わせた行動が出来るよう支援していく。

④定期的に振り返りを行い、励みになるような評価をし、やる気を起こさせるよう介入していく。

⑤ホ－ルで過ごす回数が増えることで、他者との情報交換などの機会が得られ、共通の話題が出来、視野が広がっていくことを伝えていく。

② 間食を摂り過ぎ食事を不食する

・体脂肪率が高い（37.1％→40.7％）
（回数、自炊内容の検討）

介入方法
⇒おやつの購入については適量の購入が難しい為、今後も同行支援を継続して行い指導していく。

①食事の必要性を説き、現在の状況を認識してもらいながら、三食摂ることは身体にとって大事なことである事、それによって体調を維持していける事を理解できるよう指導していく。（荘内プログラムを活用する）

②夜間の間食が身体に及ぼす影響も説明していく。

③朝のテレビ体操の参加が中々出来ていない為、今後も強く働きかけていく。

④余暇に短時間のウ－ォキングすることを本人へ提案する。（他者と一緒に）
⑤外泊時はおやつの摂取量について保護者へも協力の依頼をしていく。

＜評価＞

　部屋で居眠りをすることや物思いに耽っていることが多く、生活においては声掛けや促しを受けて行動する事が多い。強い促しからウォーキングやホールで過ごす事はできるが、自ら興味を持って何かに取り組むということは殆ど見られない。

今後は、現在増えつつある体脂肪を減らしていく為にもラジオ体操や散歩をスタッフ援助にて進めていく。スタッフ援助による運動から運動の習慣化を図ることを目的の一つにする一方、評価や振り返りを繰り返し行っていくことで本人が自ら運動に意欲を持ち、また自らの行動の意味を考えて実行できるように支援を進めていく。













